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　　　　　テトラヒドロフランの分解慶試験成績報告書

∠　試験期間　 昭和」0年5月！7日～昭和’0年6月9日

2試料名　テトラヒドロ7ラン（試料慮K－9！）

　　分子式　e4H80

　　構造式　H2G－GH2
　　　　　　　　　　『　　l
　　　　　　　　　H2C　　　OH2
　　　　　　　　　　　＼ノ
　　　　　　　　　　　0

3　試験方法及び条件

欝1撫一一一…
　　　　試験期間　A）　．2週間，3週間

　　　　　　　　　B）　2週間

　　　試験濃度　A）　汚泥濃度　30Pl皿　　試料濃度　30pエ皿

　　　　　　　　　B）　汚泥濃度ノ00pp［n　　試料濃度　30ppm

　3ノ　試験装置

　　　　酸素消費量自動測定機

32　酸素消費量

　　　　　3！の記録による

33　生分解試験後の直接定量法

　　㈲　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器FエD

　　　　　　　　（以下余白次頁に続く）

（司

（c）

分析試料の前姐理

　　　　　　l
　　　　　　l試　験　液

　　　　　　　　　　・ろ過（ガラスフィルター（4σ一3）使用）

　　　　　　　　　　・20皿ユ分取

亟蚕’一面
分析条件

　全有機炭素分析計（T　O　G計）

　　流速　T　C回路　200回■／皿in

　　温度　 TO炉　　925’℃

　ガスクロマトグラフ〔GC）検出器F工D

　　キャリアガス　　N2

　　充てん剤　クロモソルブ10／

　　ガラスカラム　　2mmφ×1m

　　カラム温度　 ／60℃

　　　　　　（以下余白次頁に続く）



1

髪　試験結果

A）汚泥濃度　　30pp皿　試料濃度　30ppm

B）汚泥濃度　ノ00卿　　試料濃度　30pPm

分解度（％） 付　　　図 付　　　表

A ／00 ！
一

酸素消費量による結果
B ／00 4 一

A ／00
，2 ／

雪oc計による結果
B 9ユ6 ∫ 3

A ／00 3 2
σdによる結果

B 100 6 4

よ　そ　の　他

　　試料K－9／Aについてク一口メーター・2週間後汚泥系の一方は

　立上り、他の一方は立ち上らないため確認の為試験期間を3週間に

　のばし、再試験を行った。

　よ！　参考試験結果

　　　　A）汚泥濃度30p餌　　試料濃度30pp皿試験期間3週間

一分解度（％）

付　　　図
　　　一
t　　　表

麟牌量による結果 A 69∫ 9
一

TρO計による結果 A 978 ／0． 7

壱Cによる結果 A ／00 ／／ 81 t 1

以 上
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